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今けやき教室では  

  

 ８ 月 の 教 室 は お 盆 休 み を

除いた三日間で、生徒４４

名とスタッフ４９名、延べ

９３人が出席しました。生

徒の皆さんは大抵宿題を持

ってきていました。  

 スタッフの説明に耳を澄

ましたり、何か質問してい

る子、一人で算数の問題を

やっている子など、みんな

勉強に向かっていました。  

８月最後の日にアンケー

トを取りました。そこで１

３人の子が「返事」をくれ

たので、その一部を紹介し

ます。  

「ここにきて勉強するとい

う習慣がついた」（中一男）

「 勉 強 す る 時 間 が で き た 」

（中一男）「分からないこと

が聞けてできるようになる」

（小６女）「学校で質問ばか

りできないけど、ここはで

きる」（小６女）「日本語だ

け で な く 数 学 も 学 び た い 」

（パキスタン籍中１男）「分

からないことをわかるまで

教えてくれる」（中３女）「分

からない所がわかるように

なった」（中３女）「つまず

いているとき、教えてくれ

て、家で勉強

に生かせてい

る」（中１女）

「困ったとき

先生が親切に教えてくれる」 

そしてこの日初めてきた

スタッフを紹介すると、生

徒も興味深げに「よろしく

お願いしまアす！」という

声が自然に帰ってきました。 

 けやき教室では、８階の

第一会議室と第二会議室、

１０階の大、小会議室の４

部屋を使っています。  

  

１０ 階の小会議室では、

パキスタンの兄妹が S 先生

と日本語をやり、時々楽し

そうな声が聞こえました。  

 大会議室では、この日は

高校生が休みで、８０を超

えた女性がスタッフの I 氏

と数学の話をしていました。 

またフリースペースでは、

今春大学生になった A 君が

英語の学習をしていました。

「分からないところがあれ

ば、見ましょうか？」と声

をかけると、「大丈夫です」

と一人でやっていました。

彼は時々やってきて一人で

黙々と勉強します。  

うれしい話     

 ～その１～  

プラス・ワンの“卒業生”

が、テレ朝スーパー J チャ

ンネルで、自主夜間中学の

ことを話していました。 26

歳で定時制高校に合格し、

今 4 年生です。一度高校へ

行けなくなり、引きこもっ

ていましたが、プラス・ワ

ンを訪ねてきて、高校受験

にチャレンジしたのです。  

 ～その２～  

我 孫 子 市 内 に 私 た ち と

同じような学習援団体が増

えています。４月に布佐で

「布佐学習教室」が始まり

ました。地域の人たちが、

小学生の放課後の家庭学習

を皆で見ようと、学校と連

携して始めたのです。そし

て布佐南近隣センターで５

つ目の教室もできました。  

 プラスワンとも協力して、

子どもたちが勉強で学校生

活が楽しくなるように応援

しようと話し合っています。 

  

この夏は…  

“私たち”が経験したこ

とのないような暑さでした。

最近は「冷夏」という声も

聞かれません。  

私たちが小学校の頃は、

３０度を超える日が数日あ

るくらいでした。  

今年は全国で災害が多く

聞かれる中、我孫子では大

きな風水害には会わず実り

の秋を迎えられそうです。  

 

      （文責相澤）  


